
「
箭
鋒
」

七
三

「
箭
鋒
」
―
釋
惠
洪
と
蘇
軾
、
黃
庭
堅
、
そ
し
て
江
西
詩
派
の
詩
學
を
つ
ら
ぬ
く
も
の

淺
見
洋
二

は
じ
め
に

　
宋
代
の
詩
學
史
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
北
宋
の
蘇
軾

（
一
〇
三
六
―

一
一
〇
一
）
と
黃
庭
堅
（
一
〇
四
五
―

一
一
〇
五
）
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
、
彼
ら
の
詩
學
を
繼
承
す
る
文
人
集
團
と
し
て
江
西
詩
派
が
あ
ら
わ
れ
る
。
江

西
詩
派
は
、
北
宋
末
に
呂
本
中
（
一
〇
八
四
―

一
一
四
五
）
が
禪
の
宗
派
圖
に
倣
っ

て
「
江
西
宗
派
圖
（
江
西
詩
社
宗
派
圖
）」
を
作
り
、
江
西
出
身
の
黃
庭
堅
の
文
學

的
衣
鉢
を
繼
ぐ
文
人
を
選
び
、
ひ
と
つ
の
流
派
と
し
た
の
に
始
ま
る
。
南
宋
を
通

じ
て
同
派
に
屬
す
る
と
さ
れ
る
文
人
は
增
え
て
ゆ
き
、
呂
本
中
自
身
も
そ
の
成
員

に
數
え
ら
れ
る
。
南
宋
の
詩
學
史
は
、
江
西
詩
派
を
ど
の
よ
う
に
繼
承
し
超
克
す

る
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
蘇
軾
・
黃
庭
堅
か
ら
江
西
詩
派
へ
と
至
る
宋
代
の
詩
學
史
に
お
い
て
、
北
宋
末

の
釋
惠
洪
（
一
〇
七
一
―

一
一
二
八
）
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

惠
洪
は
、
文
人
と
し
て
蘇
軾
・
黃
庭
堅
に
私
淑
す
る
と
同
時
に
、
江
西
詩
派
の
文

人
た
ち
と
も
交
わ
っ
た
。
作
風
や
文
學
觀
に
お
い
て
も
共
通
す
る
點
は
多
く
、
實

質
的
に
は
同
派
の
成
員
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
蘇
軾
・
黃
庭
堅
と
江
西
詩
派

と
を
繫
ぐ
詩
學
史
上
の
結
節
點
と
も
言
う
べ
き
重
要
な
位
置
を
占
め
る
文
人
で
あ

り
、
宋
代
詩
學
の
特
質
は
惠
洪
を
基
點
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
よ
り
明
確
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
禪
僧
で
あ
る
惠
洪
の
詩
學
は
禪
林
文
化
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
。
總
じ

て
宋
代
の
文
人
は
禪
へ
の
關
心
が
高
く
、
蘇
軾
や
黃
庭
堅
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

江
西
詩
派
の
場
合
も
成
員
に
禪
僧
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
禪
と
の
關
係
は
密
接
で
あ

る
。
本
稿
の
考
察
は
、
宋
代
詩
學
と
禪
と
の
關
係
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
試
み

で
も
あ
る
。一

　「
風
雷
」「
箭
鋒
」

　
惠
洪
の
詩
學
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
拙
論
「『
㊒
力
』
と
『
無
意
』
―
中
國
詩
學
に
お
け
る
風
と
水
の
イ
メ
ー

ジ
を
め
ぐ
っ
て（

（
（

」
の
視
點
か
ら
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　
中
國
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
象
の
意
象
＝
イ
メ
ー
ジ
を
比
喩
的
に
用
い

て
文
學
作
品
を
論
ず
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
。「
意
象
批
評
」
な
ど
と
呼
ば
れ

る
。
拙
論
で
は
、
風
・
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
た
文
學
論
に
つ
い
て
考
察
し
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
指
摘
し
た
。
中
國
の
文
人
た
ち
は
、
風
・
水
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ

っ
て
文
學
作
品
に
お
け
る
「
運
動
・
變
化
」
を
論
じ
た
。
大
き
く
は
ふ
た
つ
の
類



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

七
四

型
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
文
學
作
品
に
備
わ
る
力
强
さ
、
勢
い
の
良
さ
に
着

目
す
る
、「
㊒
力
」
の
詩
學
と
も
呼
ぶ
べ
き
文
學
觀
に
支
え
ら
れ
た
文
學
論
。
第

二
に
、
文
學
作
品
に
備
わ
る
自
由
・
自
發
性
に
着
目
す
る
、「
無
意
」
も
し
く
は

「
無
意
＝
自
然
」
の
詩
學
と
も
呼
ぶ
べ
き
文
學
觀
に
支
え
ら
れ
た
文
學
論
。「
無

意
」
と
は
文
學
作
品
が
作
者
の
意
圖
に
よ
る
制
御
を
超
え
た
か
た
ち
で
生
成
・
展

開
す
る
こ
と
を
言
う
。
六
朝
期
か
ら
唐
代
を
經
て
宋
代
へ
と
至
る
中
國
の
文
學
論

に
お
い
て
、「
㊒
力
」
と
「
無
意
」
の
詩
學
は
並
ん
で
行
わ
れ
て
い
た
。
惠
洪
の

詩
學
は
、
兩
者
の
系
譜
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
「
㊒
力
」
の
詩
學
と
の
關
連
を
見
よ
う
。
惠
洪
「
鄭
南
壽
擕
詩
見
過
次
韻

謝
之
」（『
石
門
文
字
禪
』
卷
七（

（
（

）
は
、
蘇
軾
と
黃
庭
堅
の
文
學
を
論
じ
て
「
東
坡
句

法
補
造
化
、
山
谷
筆
力
江
倒
流
（
東
坡
の
句
法
　

造
化
を
補
い
、
山
谷
の
筆
力
　

江
は
倒

流
す
）」
と
述
べ
る
。
蘇
軾
と
黃
庭
堅
の
文
學
に
備
わ
る
天
の
「
造
化
」
に
も
匹

敵
す
る
超
人
的
な
「
筆
力
」
を
、
逆
流
す
る
長
江
の
水
の
力
强
い
イ
メ
ー
ジ
を
用

い
て
稱
え
た
も
の
で
あ
る
。「
江
倒
流
」
は
、
杜
甫
「
醉
歌
行（

（
（

」
が
詩
の
「
力
」

に
つ
い
て
「
詞
源
倒
流
三
峽
水
、
筆
陣
獨
掃
千
人
軍
（
詞
源
　

倒
流
す
　

三
峽
の
水
、

筆
陣
　

獨
り
掃
う
　

千
人
の
軍
）」
と
述
べ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
杜
甫
、
蘇
軾
、
黃
庭

堅
は
「
㊒
力
」
の
詩
學
を
代
表
す
る
文
人
で
あ
る
。
右
の
二
句
か
ら
は
、
惠
洪
が

そ
の
系
譜
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
惠
洪
は
詩
に
備
わ
る
「
力
」
に
對
し
て
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
に
深
い
關
心
を

㊒
し
て
い
た
。
例
え
ば
「
予
與
故
人
別
、
因
得
寄
詩
三
十
韻
、
走
筆
答
之
」（
卷

二
）
に
は
、
友
人
蔡
康
國
（
字
儒
效
）
の
詩
を
讀
ん
だ
際
の
印
象
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

天
才
逸
群
君
獨
立
、
洞
徹
心
胸
秋
色
入
。
於
中
堆
積
萬
卷
餘
、
筆
力
至
處
風

雷
集
。
…
…
飜
瀾
妙
語
驚
倒
人
、
氣
焰
霜
鋒
光
熠
熠
。
…
…
初
如
積
水
窺
落

霞
、
淺
碧
穠
紅
相
間
輯
。
又
如
霜
曉
聽
邊
風
、
十
萬
軍
聲
何
翕
翕
。
筆
鋒
正

銳
物
象
貧
、
降
旌
狼
藉
詩
魔
泣
。（
天
才
　

群
を
逸
し
君
は
獨
り
立
つ
、
洞
徹
た
る

心
胸
　

秋
色
入
る
。
中
に
於
い
て
堆
積
す
　

萬
卷
の
餘
、
筆
力
　

至
る
處
　

風
雷
集
ま
る
。

…
…
瀾な
み

を
飜
ひ
る
が
え

す
妙
語
　

人
を
驚
倒
せ
し
め
、
氣
焰
　

霜
鋒
　

光か
が
や

く
こ
と
熠
熠
た
り
。

…
…
初
め
は
積
水
の
落
霞
を
窺
う
が
如
く
、
淺
碧
　

穠
紅
　

相
い
間ま
じ

わ
り
輯
ま
る
。
又

た
霜
曉
に
邊
風
を
聽
く
が
如
く
、
十
萬
の
軍
聲
　

何
ぞ
翕
翕
た
る
。
筆
鋒
　

正
に
銳
け

れ
ば
物
象
貧く
る

し
み
、
降
旌
狼
籍
た
り
て
〔
降
伏
の
旗
が
散
ら
ば
り
〕
詩
魔
泣
く
）。

「
風
雷
」「
飜
瀾
」
と
い
う
激
し
く
荒
々
し
い
風
・
水
の
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
て
、

「
霜
鋒
」「
軍
聲
」
等
の
武
器
・
軍
隊
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
、「
物
象
」
や
「
詩

魔
」
に
恐
怖
を
與
え
る
凶
暴
な
る
詩
の
「
筆
力
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
詩
を
武

器
・
軍
隊
に
喩
え
る
見
方
は
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
形
作
ら
れ
て
い
っ
た

「
以
詩
爲
戰
」
＝
「
詩
戰
」、
す
な
わ
ち
詩
に
「
㊒
力
」
な
る
暴
力
裝
置
と
し
て
の

性
格
を
認
め
る
文
學
論
の
系
譜
に
屬
す
る
も
の
。
惠
洪
に
は
こ
の
種
の
言
葉
は
枚

擧
に
暇
な
く
、
單
純
に
そ
の
數
の
多
さ
か
ら
見
て
も
宋
代
に
あ
っ
て
突
出
し
て
い

る（
（
（

。
　
惠
洪
が
詩
の
暴
力
に
强
い
關
心
を
抱
い
て
い
た
の
に
は
、
彼
が
禪
僧
で
あ
っ
た

こ
と
も
深
く
關
わ
っ
て
い
よ
う
。
禪
僧
た
ち
は
苛
烈
で
尖
銳
な
言
葉
を
交
わ
す
か

た
ち
で
佛
法
を
論
じ
合
っ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
法
戰
」、
禪
問
答
に
お
け
る

「
鬪
機
鋒
（
機
鋒
を
鬪
わ
す
）」
で
あ
る
。「
機
鋒
」
の
「
機
」
は
彈
弓
の
發
射
裝
置
、

倂
せ
て
機
智
の
意
も
含
む
。「
鋒
」
は
劍
や
矛
の
刄や

い
ば

。
刄
物
を
手
に
切
り
つ
け
合

う
よ
う
な
、
瞬
發
力
に
富
む
言
葉
の
應
酬
が
「
鬪
機
鋒
」
で
あ
る
。
禪
僧
た
ち
は

つ
ね
に
言
葉
の
暴
力
の
な
か
に
身
を
置
い
て
い
た
と
言
っ
て
も
い
い
（
加
え
て

「
棒
喝
」
等
の
物
理
的
な
暴
力
に
も
曝
さ
れ
て
い
た
）。
北
宋
・
楊
億
の
「
景
德
傳
燈
錄

序
」（『
景
德
傳
燈
錄
』〔『
四
部
叢
刊
』
本
〕
附
）
は
、
か
か
る
暴
力
に
つ
い
て
「
機

緣
交
激
、
若
拄
於
箭
鋒
（
機
緣
の
交こ
も
ご

も
激
す
る
こ
と
、
箭
鋒
も
て
拄さ
さ

う
る
が
若
し
）」

と
述
べ
、
切
り
結
ぶ
箭や

や
刄
の
イ
メ
ー
ジ
に
擬
え
る
。



「
箭
鋒
」

七
五

　
宋
代
に
は
、
こ
の
種
の
表
現
が
禪
林
外
に
も
廣
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
例
え
ば
、
蘇
軾
「
以
玉
帶
施
元
長
老
元
以
衲
裙
相
報
次
韻
二
首
」
其
一（

（
（

に

「
鈍
根
仍
落
箭
鋒
機
（
鈍
根
　

仍な

お
箭
鋒
の
機
に
落
つ
）」、「
次
韻
王
定
國
南
遷
囘
見

寄（
（
（

」
に
「
樂
全
老
子
今
禪
伯
、
掣
電
機
鋒
不
容
擬
（
樂
全
老
子
〔
張
方
平
〕
今
の
禪

伯
な
り
、
電
い
か
づ
ち

を
掣
す
る
機
鋒
　

擬
す
る
を
容い

れ
ず
）」、「
金
山
妙
高
臺（

（
（

」
に
「
機
鋒
不

可
觸
、
千
偈
如
飜
水
（
機
鋒
　

觸
る
べ
か
ら
ず
、
千
偈
　

水
を
飜
ひ
る
が
え

す
が
如
し
）」
等
と

あ
っ
て
、
禪
僧
や
居
士
と
の
言
葉
の
應
酬
が
「
機
鋒
」
の
比
喩
を
用
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
禪
僧
た
る
惠
洪
に
は
、
こ
の
種
の
表
現
が
極
め
て
多
い
。
そ
の
一
部
を
擧
げ
れ

ば
、「
送
瑜
上
人
歸
筠
乞
⻝
」（
卷
二
）
に
は
「
升
堂
撾
鼓
集
衲
子
、
爭
看
掣
電
飛

機
鋒
（
堂
に
升の
ぼ

り
鼓
を
撾う

て
ば
衲
子
集
ま
り
、
爭
い
看
る
　

電
を
掣
し
機
鋒
を
飛
ば
す
を
）」

と
あ
っ
て
、
禪
僧
間
の
言
葉
の
戰
い
が
稻
妻
の
よ
う
に
素
速
く
繰
り
出
さ
れ
る
刄

に
擬
え
ら
れ
る
。
惠
洪
は
、
禪
林
外
の
文
人
た
ち
と
も
密
接
に
交
わ
っ
て
お
り
、

彼
ら
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
も
言
葉
に
よ
る
戰
鬪
と
い
う
見
方
を
し
て
い
た
。

「
器
資
喜
談
禪
、
縱
橫
迅
辯
、
嘗
摧
衲
子
、
叢
林
苦
之
、
㊒
詩
見
贈
、
次
其
韻
」

（
卷
五
）
は
、「
法
戰
」
に
お
い
て
壓
倒
的
な
戰
鬪
力
を
誇
る
彭
汝
礪
（
字
器
資
）

と
の
詩
の
唱
和
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彭
侯
慣
法
戰
、
機
鋒
吸
西
江
。
衲
子
畏
面
目
、
望
見
投
矛
鏦
。
叢
林
眞
一
害
、

斯
人
喧
此
邦
。
我
雖
耐
矢
石
、
貎
抗
心
已
降
（
彭
侯
　

法
戰
に
慣
れ
、
機
鋒
　

西

江
を
吸
う
。
衲
子
　

面
目
を
畏
れ
、
望
見
し
て
矛
鏦
を
投
ず
。
叢
林
　

眞
に
一
害
〔
災

厄
〕
と
な
し
、
斯
の
人
　

此
の
邦
を
喧さ
わ

が
す
。
我
　

矢
石
に
耐
う
と
雖
も
、
貎か
お

は
抗あ

ぐ

る
も
心
は
已
に
降
る
）。

「
吸
西
江
」
は
龐
藴
居
士
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
龐
藴
は
馬
祖
衟
一
に
佛
法
に
つ

い
て
問
う
と
「
汝
の
一
口
も
て
西
江
の
水
を
吸
い
盡
く
す
を
待
ち
て
卽
ち
汝
に
向

か
い
て
衟い

わ
ん
」
と
﨤
さ
れ
、
そ
の
眞
意
を
悟
っ
た
と
い
う
（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷

八
）。
こ
こ
は
彭
汝
礪
の
辯
舌
が
銳
く
、
佛
法
の
眞
理
を
衝
い
て
い
る
こ
と
を
言

う
。
本
詩
に
言
う
「
法
戰
」
や
「
機
鋒
」
は
、
佛
法
を
め
ぐ
る
論
戰
を
指
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
詩
の
や
り
と
り
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。「
矢
石
」
と
は
、
佛

法
を
說
く
彭
汝
礪
の
言
論
を
箭
や
彈
丸
（
も
し
く
は
石
礫
）
と
い
っ
た
武
器
に
擬

え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
詩
の
言
葉
を
擬
え
た
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。「
詩
戰
」
＝
詩
の
暴
力
を
め
ぐ
る
惠
洪
の
文
學
論
が
、
禪
林
に
て
繰
り
廣
げ

ら
れ
て
い
た
「
法
戰
」
を
背
景
と
し
て
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

こ
う
し
た
例
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。

二
　「
風
行
水
上
」

　
惠
洪
は
、
文
學
に
お
い
て
「
風
雷
」
や
「
箭
鋒
」
の
よ
う
に
激
し
く
、
ま
た
凶

暴
な
る
「
力
」
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
文
學
に
は
そ

れ
と
は
異
な
る
運
動
・
變
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
眼
を
向

け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
宋
代
に
廣
く
行
わ
れ
た
「
無
意
」
も
し
く
は
「
無
意
＝
自

然
」
の
詩
學
で
あ
る
。
北
宋
の
蘇
洵
・
蘇
軾
父
子
は
、『
周
易
』
渙
卦
・
象
傳
の

「
風
行
水
上
、
渙
（
風
の
水
上
を
行
く
は
、
渙
な
り
）」
と
い
う
風
・
水
の
イ
メ
ー
ジ

を
用
い
て
こ
れ
を
論
じ
た
。

　
例
え
ば
、
蘇
洵
「
仲
兄
字
文
甫
說（

（
（

」
は
、「
風
行
水
上
」
を
「
自
然
」
な
る

「
文
」
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
不
能
不
爲
文
（
文
を
爲
さ
ざ
る
能
わ
ず
）」、

「
豈
㊒
求
乎
文
哉
。
無
意
乎
相
求
、
不
期
而
相
遭
、
而
文
生
焉
（
豈
に
文
を
求
む
る

㊒
ら
ん
や
。
相
い
求
む
る
に
意
無
く
、
期
せ
ず
し
て
相
い
遭
い
、
而
し
て
文
生
ず
）」
―

「
無
意
」
な
る
至
高
の
「
文
」
で
あ
る
と
稱
え
る
。
こ
の
蘇
洵
の
文
學
論
を
受
け
、

蘇
軾
は
「
南
行
前
集
敍（

（
（

」
に
「
非
能
爲
之
爲
工
、
乃
不
能
不
爲
之
爲
工
也
（
能
く

之
を
爲
す
を
工た
く
み

と
爲
す
に
非
ず
、
乃
ち
之
を
爲
さ
ざ
る
能
わ
ざ
る
を
工
と
爲
す
な
り
）」、

「
未
嘗
敢
㊒
作
文
之
意
（
未
だ
嘗
て
敢
え
て
文
を
作
る
の
意
㊒
ら
ず
）」
等
と
述
べ
、
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「
無
意
」
の
文
學
觀
を
說
い
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
「
書
辯
才
次
韻
參
寥
詩（
（1
（

」
に

「
如
風
吹
水
、
自
成
文
理
（
風
　

水
を
吹
き
、
自
ず
か
ら
文
理
を
成
す
が
如
し
）」、「
答

謝
民
師
推
官
書（

（1
（

」
に
「
如
行
雲
流
水
、
初
無
定
質
、
但
常
行
於
所
當
行
、
常
止
於

所
不
可
不
止
、
文
理
自
然
、
姿
態
橫
生
（
行
雲
流
水
の
如
く
、
初
め
よ
り
定
質
無
く
、

但
だ
常
に
當
に
行
く
べ
き
所
に
行
き
、
常
に
止
ま
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
に
止
ま
り
、
文

理
　

自
然
に
し
て
、
姿
態
　

橫
ほ
し
い
ま
ま

に
生
ず
）」、「
自
評
文（
（1
（

」
に
「
隨
物
賦
形
（
物
に
隨
い

て
形
を
賦
す
）」、「
常
行
於
所
當
行
、
常
止
於
不
可
不
止
（
常
に
當
に
行
く
べ
き
所
に

行
き
、
常
に
止
ま
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
止
ま
る
）」
等
と
あ
っ
て
、「
定
質
」
無
き

「
自
成
」「
自
然
」
な
る
「
文
」
が
「
風
行
水
上
」
な
ど
に
類
す
る
風
・
水
の
イ
メ

ー
ジ
を
用
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
水
面
を
吹
き
渡
る
風
、
風
に
吹
か
れ
て
漣

さ
ざ
な
み

を
浮
か
べ
る
水
面
―
こ
の
イ
メ

ー
ジ
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
文
學
作
品
に
備
わ
る
一
種
の
運
動
・
變

化
で
あ
る
が
、「
風
雷
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
、
力
强
く
勢

い
の
良
い
運
動
・
變
化
で
は
な
く
、
自
由
自
在
に
し
て
融
通
無
碍
な
る
運
動
・
變

化
で
あ
る
。
荒
々
し
さ
、
激
し
さ
に
よ
っ
て
世
界
に
恐
怖
を
も
た
ら
す
の
で
は
な

く
、
穩
や
か
さ
、
靜
け
さ
に
よ
っ
て
世
界
に
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
よ
う
な
運
動
・

變
化
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
そ
こ
に
「
無
意
」、
す
な
わ

ち
作
者
の
意
圖
を
超
え
て
「
自
然
」
な
か
た
ち
で
生
成
・
展
開
す
る
文
學
作
品
の

姿
を
重
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
學
觀
は
、
黃
庭
堅
「
大
雅
堂
記（

（1
（

」
が
「
子

美
詩
妙
處
乃
在
無
意
於
文
、
夫
無
意
而
意
已
至
（
子
美
〔
杜
甫
〕
の
詩
の
妙
處
は
乃

ち
文
に
意
無
き
に
在
り
、
夫そ

れ
意
無
く
し
て
意
は
已
に
至
れ
り
）」
と
述
べ
る
の
を
は
じ

め
、
蘇
軾
以
後
の
宋
代
文
人
の
間
に
廣
く
繼
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
惠
洪
も
そ
の
ひ
と

り
で
あ
る（

（1
（

。

　
惠
洪
が
「
風
行
水
上
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
「
無
意
」
の
詩
學
を
說
い
た
と

思
し
き
言
葉
を
讀
ん
で
み
よ
う
。「
次
韻
漕
使
陳
公
題
萊
公
祠
堂
」（
卷
七
）
に
は
、

寇
準
（
萊
公
）
の
遺
跡
を
詠
じ
た
友
人
陳
擧
の
詩
に
つ
い
て
「
高
情
弔
陳
迹
、
妙

語
吐
新
篇
。
如
風
行
水
上
、
渙
然
成
漪
漣
（
高
情
　

陳
迹
を
弔
い
、
妙
語
　

新
篇
を
吐

く
。
風
の
水
上
を
行
き
、
渙
然
と
し
て
漪
漣
を
成
す
が
如
し
）」
と
あ
り
、
陳
擧
の
「
高

情
」
を
表
現
し
た
詩
の
「
妙
語
」
に
つ
い
て
『
周
易
』
渙
卦
の
「
風
行
水
上
」
に

擬
え
る
か
た
ち
で
稱
え
て
い
る
。
ま
た
「
寄
巽
中
三
首
」
其
二
（
卷
一
四
）
に
は
、

僧
善
權
（
字
巽
中
）
に
向
け
て
自
ら
の
詩
的
境
地
に
つ
い
て
「
文
章
風
行
水
上
、

歲
⺼
舟
藏
壑
中
。
自
怪
頂
明
玉
鉢
、
人
疑
筆
夢
春
紅
（
文
章
は
風
の
水
上
を
行
く
が

ご
と
く
、
歲
⺼
は
舟
の
壑
中
に
藏
さ
る
る
が
ご
と
し
。
自
ら
怪
し
む
　

玉
鉢
に
頂
明
た
る
か

〔
佛
法
を
悟
っ
た
か
〕
と
、
人
は
疑
う
　

筆
は
春
紅
を
夢
む
〔
夢
で
文
筆
の
才
を
得
た
〕

と
）」
と
あ
り
、
や
は
り
『
周
易
』
渙
卦
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
自
ら
の
詩
を

「
風
行
水
上
」
に
擬
え
ら
れ
る
よ
う
な
「
文
章
」
と
し
て
捉
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
右
の
二
例
は
「
風
行
水
上
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
託
し
て
「
無
意
」
の
詩
學
を
說
い

た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
明
示
的
に
は
述
べ
て
い
な
い
。
だ
が
「
季
長
見

和
甚
工
復
韻
答
之
」（
卷
五
）
詩
が
侯
延
慶
（
字
季
長
）
の
詩
に
つ
い
て
述
べ
る
次

の
言
葉
に
は
、
そ
れ
が
「
無
意
」
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て

い
る
。詞

惟
逹
意
非
㊒
作
、
公
雖
不
怪
傍
人
愕
。
嗟
余
平
生
事
苦
吟
、
吟
筆
今
眞
爲

公
閣
。
渙
然
成
文
自
湍
走
、
如
水
與
風
初
邂
后
（
詞
は
惟た

だ
逹
意
に
し
て
㊒
作

に
非
ず
、
公
　

怪
し
ま
ず
と
雖
も
傍
人
愕お
ど
ろ

く
。
嗟あ
あ

余わ
れ

　

平
生
　

苦
吟
を
事
と
す
、
吟
筆
　

今
眞
に
公
の
爲
に
閣お

く
。
渙
然
と
し
て
文
を
成
し
自
ら
湍
走
す
、
水
の
風
と
初
め
て

邂
后
す
る
が
如
し
）。

冒
頭
の
「
非
㊒
作
」
と
は
「
㊒
意
の
作
に
非
ず
」
の
意
。
つ
ま
り
「
逹
意
非
㊒

作
」
と
は
、
詩
の
言
葉
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明
確
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
作
者
が
意
圖

し
た
も
の
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
無
意
の
作
」
だ
と
。
こ

こ
で
は
そ
れ
が
「
風
行
水
上
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
擬
え
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
惠
洪



「
箭
鋒
」

七
七

も
ま
た
、
蘇
軾
以
後
の
「
無
意
」
の
詩
學
の
圈
域
の
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
「
嗟
余
…
…
」
の
二
句
は
惠
洪
が
自
分
自
身
を
反
省
し
て
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
詩
を
作
る
に
際
し
て
は
「
苦
吟
」
を
重
ね
て
き
た
が
、「
無

意
」
な
る
詩
の
素
晴
ら
し
さ
に
接
し
て
「
苦
吟
」
に
よ
る
作
詩
は
愚
か
し
く
感
じ

ら
れ
た
の
で
、
も
う
止
め
て
し
ま
お
う
、
と
。「
苦
吟
」
と
は
詩
を
作
る
の
に
苦

心
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
㊒
意
」
の
營
み
で
あ
る
。
こ
の
二
句
が
述
べ
る
の
は

「
㊒
意
」
を
否
定
し
「
無
意
」
を
肯
定
す
る
文
學
論
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
惠
洪

に
生
じ
た
「
㊒
意
」
か
ら
「
無
意
」
へ
の
文
學
的
囘

コ
ン
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
心
を
見
て
取
れ
る
か
も

し
れ
な
い（

（1
（

。

　「
㊒
意
」
は
、
前
節
に
見
た
「
㊒
力
」
の
詩
學
と
の
間
に
親
近
性
を
㊒
す
る
。

そ
の
意
味
で
は
、「
㊒
意
」
を
否
定
す
る
右
の
詩
の
「
嗟
余
…
…
」
二
句
は
、「
㊒

力
」
の
詩
學
を
否
定
す
る
か
に
見
え
る
。
だ
が
、
詩
の
「
力
」
が
完
全
に
否
定
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
「
湍
走
（
急
流
）」
な
る
語
に
も
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
㊒
力
」
と
「
無
意
」
と
は
互
い
に
排
除
し
合
う
も

の
で
は
な
い
。
惠
洪
に
お
い
て
は
「
㊒
力
」
と
「
無
意
」
の
詩
學
が
倂
存
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。「
南
昌
重
會
汪
彥
章
」（
卷
二
）
が
汪
藻
（
字
彥
章
）
の
文
才

を
曾
鞏
（
字
子
固
）
や
蘇
軾
に
比
す
る
も
の
と
し
て
稱
え
る
次
の
言
葉
は
、
兩
者

の
倂
存
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

看
君
落
筆
挾
風
雷
、
渙
然
成
文
風
行
水
。
坐
令
前
輩
作
九
原
、
子
固
精
神
老

坡
氣
（
君
の
落
筆
し
て
風
雷
を
挾
さ
し
は
さ

む
を
看
れ
ば
、
渙
然
と
し
て
文
を
成
し
　
風
　

水
を
行
く
。
坐
し
て
前
輩
を
し
て
九
原
に
作お
こ

ら
し
む
、
子
固
〔
曾
鞏
〕
の
精
神
　

老
坡

〔
蘇
軾
〕
の
氣
）。

こ
こ
に
は
「
風
雷
」
と
「
風
行
水
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
風
・
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。「
風
雷
」
は
力
强
く
勢
い
の
あ
る
運
動
・
變
化
を
あ
ら
わ
す
イ

メ
ー
ジ
で
あ
り
、「
㊒
力
」
の
詩
學
を
述
べ
る
際
に
惠
洪
が
好
ん
で
用
い
た
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
「
風
行
水
」
は
、
自
在
無
礙
な
る
運
動
・
變
化
を

あ
ら
わ
す
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、「
無
意
」
の
詩
學
を
象
徵
す
る
。
兩
者
は
異
な
る

文
學
觀
に
基
づ
く
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
一
の
聯
に
並
ん
で
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
惠
洪
獨
特
の
認
識
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
二
種
類
の
風
・
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
統
合
さ
れ
る
か
た
ち
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。「
㊒
力
」
の
詩
學
と
「
無
意
＝
自
然
」
の
そ
れ
と
が
止
揚
・
昇
華
さ
れ
て

い
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
惠
洪
は
「
力
を
超
え
た

力
」
＝
「
力
な
ら
ざ
る
力
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
運
動
・
變
化
を
理
想
的
な
詩
の
あ
り

方
と
し
て
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
前
節
に
見
た
よ
う
に
、
惠
洪
は
言
語

の
凶
暴
な
る
力
に
深
い
關
心
を
抱
い
て
い
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
單
な
る
「
力
」
と

し
て
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
く
、
自
在
無
礙
な
る
「
力
を
超
え
た
力
」
へ
と
昇
華

す
る
か
た
ち
で
捉
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
象
徵
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
「
風
行

水
上
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

三
　「
中
的
」

　
第
一
節
に
見
た
よ
う
に
、「
㊒
力
」
の
詩
學
の
典
型
的
な
あ
ら
わ
れ
が
「
以
詩

爲
戰
」、
す
な
わ
ち
詩
を
武
器
や
軍
隊
の
イ
メ
ー
ジ
に
擬
え
る
文
學
論
で
あ
る
。

そ
こ
に
お
い
て
詩
は
さ
ま
ざ
ま
な
武
器
・
武
術
に
擬
え
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
特

に
㊟
目
さ
れ
る
の
が
弓
箭
・
弓
術
の
比
喩
で
あ
る
。
弓
箭
は
、「
射
」
が
君
子
の

敎
養
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
ら
か
、
各
種
の
武
器
の
な
か
で
も
格
別
の
存
在
で
あ

っ
た
。
弓
箭
の
比
喩
を
用
い
た
文
學
論
は
、
蘇
軾
・
黃
庭
堅
か
ら
江
西
詩
派
へ
と

至
る
文
學
論
の
歷
史
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
ゆ
く
。
こ
こ
で

は
以
下
、
宋
代
以
前
も
視
野
に
入
れ
る
か
た
ち
で
「
中
的
」
＝
「
破
的
」、
す
な

わ
ち
「
標
的
を
射い

貫ぬ

く
箭や

」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
た
文
學
論
の
系
譜
を
た
ど
っ
て

み
た
い（

（1
（

。
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標
的
を
射
貫
く
箭
の
イ
メ
ー
ジ
が
文
學
論
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
最
初
期
の
例

と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
の
は
、『
文
心
雕
龍（

（1
（

』
議
對
の
「
言
中
理
準
、
譬
射
侯
中
的

（
言
の
理
準
に
中あ
た

る
は
、
譬
う
れ
ば
侯
を
射
て
的
に
中
る
が
ご
と
し
）」
で
あ
り
、
對

策
・
射
策
文
に
お
け
る
衟
理
に
合
致
し
た
言
語
表
現
の
的
確
さ
が
「
中
的
」
に
擬

え
ら
れ
て
い
る
。

　「
中
的
」
＝
「
破
的
」
は
、
唐
代
に
は
詩
を
論
ず
る
際
の
意
象
批
評
に
用
い
ら

れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
。
な
か
で
も
杜
甫
「
敬
贈
鄭
諫
議
十
韻（

（1
（

」

に
見
え
る
次
の
言
葉
は
、
後
世
に
大
き
な
影
响
を
與
え
た
。

破
的
由
來
事
、
先
鋒
孰
敢
爭
。
思
飄
雲
物
外
、
律
中
鬼
神
驚
（
的ま
と

を
破
る
は

由
來
の
事
、
先
鋒
　

孰
か
敢
え
て
爭
わ
ん
。
思
い
は
雲
物
の
外
に
飄
ひ
る
が
え

り
、
律
中あ
た

れ
ば

鬼
神
驚
く
）。

「
鬼
神
」
を
も
脅
か
す
詩
の
力
が
、
標
的
を
射
貫
く
箭
や
先
陣
を
切
る
刄や

い
ば

に
擬
え

て
捉
え
ら
れ
る
。「
以
詩
爲
戰
」
の
文
學
論
を
述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。

　「
中
的
」
＝
「
破
的
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
杜
甫
以
外
の
文
人
に
も
少
な
か
ら
ず

用
い
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
李
頎
「
放
歌
行
、
答
從
弟
墨
卿（

（2
（

」
に
は
「
吾
家
令
弟
才

不
羈
、
五
言
破
的
人
共
推
。
興
來
逸
氣
如
濤
湧
、
千
里
長
江
歸
海
時
（
吾
家
の
令

弟
　

才
は
不
羈
な
り
、
五
言
　

的
を
破
れ
ば
人
共
に
推
す
。
興
來
れ
ば
逸
氣
は
濤
の
湧
く
が

如
く
、
千
里
　

長
江
　

海
に
歸
る
時
）」、
元
稹
「
酬
翰
林
白
學
士
代
書
一
百
韻（
（2
（

」
に
は

「
勝
槪
爭
先
到
、
篇
章
競
出
奇
。
輸
贏
論
破
的
、
㸃㸃
竄
肯
容
絲
（
勝
槪
　

爭
い
て
先

に
到
り
、
篇
章
　

競
い
て
奇
を
出
す
。
輸
贏
　

的
を
破
る
を
論
じ
、
㸃㸃
竄
　

肯あ
え

て
絲
を
容い

れ
ん

や
〔
毫
も
忽
せ
に
し
な
い
〕）」
等
と
あ
っ
て
、
作
詩
の
技
量
を
評
價
す
る
言
葉
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
李
頎
の
言
葉
は
「
破
的
」
を
激
し
く
逆
卷
く
波
濤
と

結
び
つ
け
る
點
で
「
㊒
力
」
の
詩
學
の
影
を
色
濃
く
帶
び
る
。

　
宋
代
に
は
、
唐
代
に
も
增
し
て
廣
く
用
い
ら
れ
る
に
至
る
。
例
え
ば
、
蘇
軾

「
次
韻
王
鞏
南
遷
初
歸
二
首
」
其
一（

（2
（

は
、
南
方
へ
の
貶
謫
か
ら
歸
っ
た
盟
友
王
鞏

に
つ
い
て

歸
來
貌
如
故
、
妙
語
仍
破
鏑
（
歸
り
來
れ
ば
貌
は
故も
と

の
如
く
、
妙
語
　

仍
お
鏑
を

破
る
）。

と
述
べ
、
そ
の
「
妙
語
」
が
「
破
鏑
」、
す
な
わ
ち
飛
び
來
る
敵
の
箭
を
射
落
と

す
ほ
ど
の
威
力
と
正
確
さ
を
備
え
て
い
る
と
稱
え
る
。
詩
の
唱
和
の
な
か
で
發
せ

ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
妙
語
」
と
は
主
に
詩
を
指
し
て
い

よ
う
。「
破
鏑
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
詩
を
論
じ
た
言
葉
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
黃
庭
堅
「
再
作
答
徐
天
隱（

（2
（

」
は
、
徐
天
隱
（
未
詳
）
の
詩
に
つ
い
て

執
斧
修
⺼
輪
、
鍊
石
補
天
陬
。
破
的
千
古
下
、
乃
可
泣
曹
劉
（
斧
を
執
り
て

⺼
輪
を
修
め
、
石
を
鍊
り
て
天
陬
を
補
う
。
的
を
破
る
　

千
古
の
下
、
乃
ち
曹
劉
を
泣

か
し
む
べ
し
）。

と
述
べ
、
詩
の
表
現
を
「
破
的
」
だ
と
し
て
稱
え
る
。「
執
斧
…
…
」
二
句
は
、

詩
を
天
地
創
造
と
も
言
う
べ
き
壯
大
な
神
話
的
營
み
に
擬
え
る
。
詩
の
創
作
を
造

物
の
働
き
に
も
匹
敵
し
拮
抗
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
。

「
㊒
力
」
の
詩
學
の
も
と
、
古
く
か
ら
文
人
た
ち
は
詩
の
持
つ
强
大
な
力
に
つ
い

て
「
泣
鬼
神
（
鬼
神
を
泣
か
し
む
）」
等
と
評
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
「
鬼
神
」
の

代
わ
り
に
曹
植
や
劉
楨
と
い
っ
た
文
人
の
名
を
擧
げ
る
。
彼
ら
を
「
鬼
神
」
に
も

類
す
る
超
人
的
な
存
在
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　「
中
的
」
を
め
ぐ
る
文
學
論
は
惠
洪
に
も
多
く
の
例
が
見
え
る
。
單
に
數
が
多

い
だ
け
で
は
な
く
、
惠
洪
に
お
い
て
「
中
的
」
論
は
新
た
な
展
開
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
詳
し
い
檢
討
は
次
節
に
お
い
て
試
み
る
が
、
こ
こ
で
は
一
例
を
擧
げ
て
、
從

來
の
「
中
的
」
論
が
惠
洪
に
繼
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。「
次

韻
」（
卷
七
）
に
は
「
吐
句
如
善
射
、
字
字
皆
中
的
（
句
を
吐
く
こ
と
射
を
善
く
す
る

が
如
く
、
字
字
　

皆
な
的
に
中
る
）」
と
あ
っ
て
、
詩
句
を
作
り
出
す
こ
と
を
箭
を
射

る
こ
と
に
擬
え
、
そ
の
「
中
的
」
が
稱
え
ら
れ
て
い
る
。
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惠
洪
以
後
、「
中
的
」
論
は
南
宋
に
も
繼
承
さ
れ
て
ゆ
く
。
呂
本
中
の
例
を
擧

げ
れ
ば
、「
答
朱
成
伯
見
贈
四
首
」
其
一（

（2
（

に
「
新
詩
入
要
妙
、
如
射
已
破
的
（
新

詩
　

要
妙
に
入
り
、
射
れ
ば
已
に
的
を
破
る
が
如
し
）」、「
喜
宗
師
諸
公
數
見
過
分
韻
得

席
字（

（2
（

」
に
「
妙
語
乃
破
的
（
妙
語
　

乃
ち
的
を
破
る
）」
等
と
あ
っ
て
、
詩
の
表
現
の

力
强
さ
や
的
確
さ
が
標
的
を
射
貫
く
箭
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。

　
南
宋
期
の
「
中
的
」
論
に
關
し
て
㊟
目
す
べ
き
は
、
各
種
の
詩
話
に
お
い
て
批

評
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
張
戒
『
歲

寒
堂
詩
話（

（2
（

』
卷
上
や
胡
仔
『
苕
溪
漁
隱
叢
話（
（2
（

』
前
集
卷
一
六
に
お
い
て
は
對
象
物

を
讀
み
手
の
眼
前
に
再
現
す
る
描
寫
の
的
確
さ
が
、
陳
正
敏
『
遯
齋
閒
覽
』（『
苕

溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
卷
三
四
等
引
）
や
嚴
㊒
翼
『
藝
苑
雌
黃
』（『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
後

集
卷
一
九
等
引
）
に
お
い
て
は
「
用
事
」「
用
語
」
の
的
確
さ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
中

的
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
「
中
的
」
は
、

單
に
作
品
の
印
象
を
喩
え
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
言
語

の
文
學
的
機
能
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
中
的
」
論
の
文

學
論
と
し
て
の
深
化
・
發
展
を
示
す
動
き
と
見
な
せ
よ
う
。

　「
中
的
」
論
は
、
江
西
詩
派
の
詩
學
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
曾
季

狸
『
艇
齋
詩
話（

（2
（

』
は
、
江
西
詩
派
の
主
要
な
成
員
で
あ
る
陳
師
衟
（
號
後
山
）・
徐

俯
（
號
東
湖
）・
呂
本
中
（
字
東
萊
）・
韓
駒
（
字
子
蒼
）
ら
が
唱
え
た
文
學
論
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

後
山
論
詩
說
換
骨
、
東
湖
論
詩
說
中
的
、
東
萊
論
詩
說
活
法
、
子
蒼
論
詩
說

飽
參
（
後
山
　

詩
を
論
じ
て
換
骨
を
說
き
、
東
湖
　

詩
を
論
じ
て
中
的
を
說
き
、
東
萊
　

詩
を
論
じ
て
活
法
を
說
き
、
子
蒼
　

詩
を
論
じ
て
飽
參
を
說
く
）。

「
換
骨
」
は
、
凡
骨
を
仙
骨
に
變
え
る
よ
う
に
先
行
作
品
を
組
み
換
え
て
自
己
の

作
品
に
取
り
入
れ
る
こ
と
。「
活
法
」
は
、
作
品
制
作
に
お
い
て
技
法
・
法
則
に

縛
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
自
在
に
活
用
す
る
こ
と
。「
飽
參
」
は
、
參
禪

の
際
に
師
か
ら
投
じ
ら
れ
た
言
葉
を
考
え
盡
く
す
よ
う
に
先
行
作
品
を
深
く
讀
解

す
る
こ
と
。
曾
季
狸
は
こ
う
し
た
文
學
論
と
並
ん
で
「
中
的
」
を
擧
げ
る
。
右
の

記
述
に
よ
れ
ば
、「
中
的
」
の
文
學
論
は
徐
俯
が
熱
心
に
唱
え
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
存
す
る
徐
俯
の
著
作
に
は
明
確
な
言
葉
は
見
え
ず
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
南
宋
期
に
は
「
中
的
」
が
江
西
詩
派
に
お
け
る

重
要
な
作
詩
技
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

な
お
、
曾
季
狸
は
右
に
續
け
て
「
入
處
雖
不
同
、
然
其
實
皆
一
關
捩
、
要
知
非
悟

入
不
可
（
入
處
　

同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
實
は
皆
な
一
關
捩
に
し
て
、
悟
入

に
非
ざ
れ
ば
可
な
ら
ざ
る
を
知
る
を
要も
と

む
）」
―
「
中
的
」
な
ど
の
各
種
詩
法
の
根

本
は
禪
の
「
悟
入
」
に
歸
着
す
る
と
述
べ
る
。
惠
洪
を
は
じ
め
と
す
る
宋
代
の

「
中
的
」
論
と
禪
と
の
關
連
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
考
察
を
試
み
た
い（

（2
（

。

　「
中
的
」
論
は
、
杜
甫
・
李
頎
・
黃
庭
堅
ら
の
言
葉
に
明
確
で
あ
る
よ
う
に
、

基
本
的
に
は
「
㊒
力
」
の
詩
學
に
基
づ
く
「
以
詩
爲
戰
」、
す
な
わ
ち
詩
に
武
器

と
し
て
の
弓
箭
に
象
徵
さ
れ
る
「
力
」
＝
暴
力
を
見
出
そ
う
と
す
る
文
學
論
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
中
的
」
論
が
深
化
・
發
展
す
る
な
か
で
「
力
」
な
る
も
の

を
否
定
な
い
し
は
相
對
化
す
る
動
き
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
㊟
目
さ
れ
る
。
そ
の

種
の
動
き
を
示
す
例
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
こ
で
は
南
宋
・
姜
虁
（
一
一
五
五
？

―

一
二
二
一
？
）
の
「
送
朝
天
續
集
歸
誠
齋
、
時
在
金
陵（
（3
（

」
詩
が
楊
萬
里
（
號
誠

齋
）
の
詩
を
稱
え
て
述
べ
る
次
の
言
葉
に
㊟
目
し
て
み
た
い
。

翰
墨
場
中
老
斲
輪
、
眞
能
一
筆
掃
千
軍
。
年
年
花
⺼
無
閑
日
、
處
處
山
川
怕

見
君
。
箭
在
的
中
非
爾
力
、
風
行
水
上
自
成
文
（
翰
墨
場
中
　

老
斲
輪
〔
輪
扁
〕、

眞
に
能よ

く
一
筆
も
て
千
軍
を
掃
う
。
年
年
　

花
⺼
　

閑
日
無
く
、
處
處
　
山
川
　

君
に
見あ

う
を
怕お
そ

る
。
箭
の
的
中
に
在
る
は
爾な
ん
じ

の
力
に
非
ず
、
風
　

水
上
を
行
け
ば
自お
の

ず
か
ら

文
を
成
す
）。

「
一
筆
掃
千
軍
」
は
、
楊
萬
里
の
詩
に
備
わ
る
凶
暴
な
る
力
を
軍
隊
の
イ
メ
ー
ジ
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を
用
い
て
述
べ
る
。「
年
々
…
…
」
二
句
は
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
萬
物
が
恐
怖
に

慄お
の
の

い
て
い
る
と
言
う
。
そ
の
う
え
で
第
五
句
に
は
「
箭
在
的
中
」
と
あ
り
、
詩

の
言
葉
を
弓
箭
に
擬
え
て
、
そ
の
「
中
的
」
を
論
ず
る
。
以
上
は
前
揭
の
杜
甫

「
醉
歌
行
」
が
「
筆
陣
獨
掃
千
人
軍
」、
同
「
敬
贈
鄭
諫
議
十
韻
」
が
「
破
的
由
來

事
…
…
律
中
鬼
神
驚
」
と
述
べ
る
の
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
第
五
句
ま
で
の
議
論
を
見
る
限
り
、
姜
虁
の
詩
は
「
㊒
力
」
の
詩
學
に
基
づ
く

「
以
詩
爲
戰
」
と
し
て
の
「
中
的
」
論
を
述
べ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
だ
が
一
方

で
、
そ
の
枠
組
み
を
超
え
出
て
ゆ
く
方
向
性
も
認
め
ら
れ
る
。
第
五
句
の
下
三
字

に
「
非
爾
力
」
と
あ
る
。「
爾
」
と
は
楊
萬
里
、
延ひ

い
て
は
作
者
一
般
を
指
す
。

楊
萬
里
の
詩
が
達
成
す
る
「
箭
在
的
中
」
は
、
作
者
た
る
楊
萬
里
自
身
の
「
力
」

に
據
る
も
の
で
は
な
い
と
言
う
の
だ
。
當
時
、
一
般
的
に
文
人
た
ち
の
間
で
は
、

詩
の
表
現
の
的
確
さ
は
作
者
の
「
力
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
姜
夔
は
そ
れ
を
否
定
な
い
し
は
相
對
化
す
る
。
何

故
だ
ろ
う
か
。

　
第
五
句
は
『
孟
子
』
萬
章
下
が
「
聖
」「
智
」
を
兼
ね
備
え
る
べ
き
こ
と
を
說

く
な
か
「
智
譬
則
巧
也
、
聖
譬
則
力
也
。
由
射
於
百
步
之
外
也
、
其
至
爾
力
也
、

其
中
非
爾
力
也
（
智
は
譬た
と

う
れ
ば
則
ち
巧
に
し
て
、
聖
は
譬
う
れ
ば
則
ち
力
な
り
。
由な

お

百
步
の
外
に
射
る
が
ご
と
く
、
其
の
至と
ど

く
は
爾
の
力
に
し
て
、
其
の
中あ
た

る
は
爾
の
力
に
非

ざ
る
な
り
）」
―
遠
方
の
的ま
と

を
正
確
に
射
貫
く
に
は
「
力
」
で
は
な
く
「
巧
」
が

必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
第
五
句
が
作
者
の
「
力
」
を
否
定
す
る

の
は
、
楊
萬
里
の
詩
に
單
な
る
「
力
」
を
超
え
た
要
素
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

稱
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
作
者
の
「
力
」
を
否
定
な
い
し
は
相
對
化

す
る
第
五
句
を
受
け
て
、
第
六
句
は
「
風
　

水
上
を
行
け
ば
自
ず
か
ら
文
を
成
す
」

―
「
風
行
水
上
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
「
無
意
＝
自
然
」
の
文
學
觀
を
述
べ

る
。
作
者
の
「
力
」
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
「
自
然
」
に
生
み
出
さ
れ
る
「
文
」
に

理
想
の
詩
の
姿
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、「
力
」
を
超
え
た

要
素
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
姜
虁
は
直
接
に
は
述
べ
て
い
な
い
。『
孟
子
』
を

踏
ま
え
れ
ば
「
巧
」
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
巧
」
は
「
㊒
意
」
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
っ
て
「
無
意
」
と
は
相
容
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
『
孟
子
』
の
言
う
「
巧
」

を
も
超
え
た
も
の
（
例
え
ば
首
句
の
輪
扁
の
故
事
が
示
唆
す
る
も
の
）
が
追
求
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
單
純
に
『
孟
子
』
を
踏
ま
え
る
の
で
は
な
い
。

　
姜
虁
の
詩
が
述
べ
る
文
學
論
は
、
前
揭
の
惠
洪
「
南
昌
重
會
汪
彥
章
」
等
と
同

じ
く
「
風
行
水
上
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
「
㊒
力
」
の
詩
學
と
「
無
意
」
の
そ

れ
と
を
統
合
・
止
揚
し
よ
う
と
圖
っ
た
も
の
で
あ
り
、「
中
的
」
論
の
系
譜
に
お

い
て
畫
期
的
な
意
味
を
持
つ
。「
無
意
＝
自
然
」
の
詩
學
の
影
响
が
「
中
的
」
論

に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

四
　「
箭
鋒
相
直
」

　
姜
虁
「
送
朝
天
續
集
歸
誠
齋
…
…
」
詩
が
述
べ
る
「
中
的
」
論
に
お
い
て
は
、

「
無
意
」
も
し
く
は
「
無
意
＝
自
然
」
の
詩
學
の
も
と
で
「
力
」
な
る
も
の
が
否

定
な
い
し
は
相
對
化
さ
れ
て
い
た
。
姜
虁
以
前
、
同
樣
の
文
學
論
は
見
ら
れ
な
い

の
だ
ろ
う
か（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
問
う
と
き
に
浮
上
し
て
く
る
の
が
、
他
な
ら
ぬ
惠
洪

で
あ
る
。

　
惠
洪
の
前
揭
「
季
長
見
和
甚
工
復
韻
答
之
」
詩
に
は
「
渙
然
成
文
自
湍
走
、
如

水
與
風
初
邂
后
」
と
あ
っ
て
、「
風
行
水
上
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
「
無
意
」

の
詩
學
に
基
づ
く
文
學
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
本
詩
に
は

「
此
詩
押
韻
如
射
鵰
、
應
弦
而
落
人
驚
絕
（
此
の
詩
の
韻
を
押
す
こ
と
鵰
を
射
る
が
如

く
、
弦
に
應
じ
て
落
つ
れ
ば
人
は
驚
絕
す
）」
と
「
中
的
」
論
が
述
べ
ら
れ
る
。「
射

鵰
」
は
弓
箭
の
超
絕
的
な
技
藝
（『
史
記
』
李
將
軍
列
傳
）。
そ
れ
に
詩
の
超
絕
ぶ
り

を
重
ね
る
。「
中
的
」
と
「
風
行
水
上
」
と
を
結
び
つ
け
る
點
に
お
い
て
姜
虁
の
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文
學
論
の
先
驅
で
あ
り
、
惠
洪
の
獨
創
性
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
例
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
こ
で
特
に
㊟
目
し
た
い
の
は
「
箭
鋒
相
直
」

な
る
語
を
用
い
た
「
中
的
」
論
で
あ
る
。
こ
の
語
を
惠
洪
は
繰
り
﨤
し
發
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
唐
の
棗
柏
大
士
（
李
通
玄
）
の
生
日
に
際
し
て
の
偈
頌
「
三
⺼
二

十
八
日
棗
柏
大
士
生
辰
、
用
『
達
本
情
忘
、
知
心
體
合
』
爲
韻
作
八
偈
供
之
、
時

在
建
康
獄
中
」
其
二
（
卷
一
七
）
は
、
禪
者
と
し
て
目
指
す
べ
き
途
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

句
中
開
活
路
、
要
汝
到
根
本
。
如
射
中
百
步
、
巧
力
觀
者
奮
。
箭
鋒
相
直
時
、

何
嘗
落
思
忖
。
相
逢
佇
思
間
、
雪
峰
毬
子
輥
（
句
中
に
活
路
を
開
か
ん
と
す
れ

ば
、
汝
　

根
本
に
到
る
を
要も
と

む
。
射
て
百
步
に
中あ
た

る
が
如
く
、
巧
力
　

觀
る
者
奮
う
。

箭
鋒
　

相
い
直あ
た

る
時
、
何
ぞ
嘗
て
思
忖
に
落
ち
ん
や
。
相
い
逢
い
て
佇
思
す
る
間
、
雪

峰
　

毬
子
輥こ
ろ
が

る
）。

首
聯
は
「
根
本
」
を
把
握
す
れ
ば
「
活
路
」
が
開
か
れ
、
悟
り
の
境
地
に
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
尾
聯
は
公
案
「
雪
峰
輥
毬
」「
雪
峰
三
毬
」
を
用
い

る
。
雪
峰
義
存
は
、
訪
れ
る
僧
に
對
し
て
言
葉
を
發
せ
ず
、
た
だ
木
製
の
毬
を
三

個
轉
が
し
て
見
せ
た
と
い
う
（『
雪
峰
眞
覺
禪
師
語
錄
』
卷
下
）。
言
葉
を
超
え
た
唐

突
な
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
相
手
を
悟
り
へ
と
導
く
高
次
の
「
鬪
機
鋒
」
を
言
う
。

　
㊟
目
し
た
い
の
は
、
中
間
の
四
句
に
弓
箭
の
喩
え
を
用
い
て
述
べ
ら
れ
る
內
容

で
あ
る
。「
如
射
…
…
」
二
句
に
は
「
巧
力
」
な
る
語
が
見
え
る
。
遠
く
百
步
離

れ
た
目
標
に
箭
を
的
中
さ
せ
る
技
藝
の
確
か
さ
は
、
そ
れ
を
觀
る
者
が
皆
な

「
力
」
の
み
な
ら
ず
「
巧
」
も
備
わ
る
と
し
て
稱
贊
す
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
前
揭
の
姜
虁
の
詩
と
同
じ
く
『
孟
子
』
萬
章
下
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
だ
が
、

姜
虁
の
詩
と
同
じ
く
、
本
偈
は
單
純
に
『
孟
子
』
の
故
事
を
踏
ま
え
る
の
で
は
な

い
。
そ
れ
に
續
く
二
句
は
「
箭
鋒
相
直
」
―
互
い
に
發
し
た
箭
が
空
中
で
正
面

か
ら
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
述
べ
る
。
こ
の
「
箭
鋒
相
直
（「
直
」
は

「
値
」「
拄
」
な
ど
に
も
作
る
）」
は
、
禪
林
に
お
い
て
は
佛
法
を
め
ぐ
っ
て
言
葉
を

戰
わ
せ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
法
戰
」「
鬪
機
鋒
」
を
喩
え
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

廣
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
一
種
の
定
型
句
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
揭

の
楊
億
「
景
德
傳
燈
錄
序
」
に
も
「
機
緣
交
激
、
若
拄
於
箭
鋒
」
と
あ
る
。

　「
箭
鋒
相
直
」
な
る
表
現
の
源
流
に
位
置
す
る
の
は
、
晚
唐
の
洞
山
良
价
の
作

と
さ
れ
る
偈
頌
『
寶
鏡
三
昧（

（3
（

』
に
見
え
る
次
の
一
節
で
あ
る
。

羿
以
巧
力
、
射
中
百
步
。
箭
鋒
相
直
、
巧
力
何
預
。
…
…
非
情
識
到
、
寧
容

思
慮
（
羿
は
巧
力
を
以
て
、
射
て
百
步
に
中
る
。
箭
鋒
　

相
い
直あ
た

れ
ば
、
巧
力
　

何
ぞ

預あ
ず
か

ら
ん
や
。
…
…
情
識
の
到
る
に
非
ざ
れ
ば
、
寧
く
ん
ぞ
思
慮
を
容い

れ
ん
や
）。

「
羿
以
…
…
」
二
句
は
、
百
步
の
遠
距
離
か
ら
標
的
を
射
貫
く
弓
の
名
手
の
「
巧

力
」
に
つ
い
て
述
べ
る（

（3
（

。
こ
の
二
句
に
限
っ
て
言
え
ば
、
卓
越
し
た
弓
箭
の
技
藝

に
お
い
て
は
「
力
」
の
み
な
ら
ず
「
巧
」
も
必
要
で
あ
る
と
す
る
『
孟
子
』
萬
章

下
の
議
論
の
枠
組
み
を
超
え
出
て
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
偈
は
そ
れ
を
受
け

て
「
箭
鋒
相
直
、
巧
力
何
預
」
―
「
箭
鋒
相
直
」
の
境
地
に
達
し
た
弓
箭
の
技

藝
に
お
い
て
は
「
巧
」「
力
」
と
も
に
關
與
し
な
い
と
言
う
。
こ
の
二
句
は
も
は

や
『
孟
子
』
の
枠
組
み
を
大
き
く
超
え
出
て
い
る
。

　「
箭
鋒
相
直
」
が
踏
ま
え
る
の
は
『
列
子
』
湯
問
に
見
え
る
弓
の
名
人
飛
衞
と

そ
の
弟
子
紀
昌
の
故
事
（
中
島
敦
「
名
人
傳
」
の
原
話
と
し
て
も
知
ら
れ
る
）。
ふ
た

り
が
互
い
に
相
手
に
向
け
て
放
っ
た
箭
は
空
中
で
眞
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
地
に
落

ち
た
と
い
う
。
甲
乙
つ
け
が
た
く
拮
抗
す
る
技
藝
の
水
準
の
高
さ
、
名
人
同
士
が

相
對
し
た
際
に
現
出
す
る
得
も
言
わ
れ
ぬ
奇
跡
的
・
超
人
的
な
境
地
を
象
徵
す
る

イ
メ
ー
ジ
が
「
箭
鋒
相
直
」
で
あ
る
。『
寶
鏡
三
昧
』
は
、
か
か
る
弓
箭
の
技
藝

が
到
達
し
た
境
地
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
巧
」「
力
」
を
超
え
た
も
の
だ
と
述
べ

る
。「
力
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、『
孟
子
』
が
高
度
な
技
藝
に
不
可
缺
な
要
素
と

し
て
位
置
づ
け
た
「
巧
」
さ
え
も
超
え
た
至
高
の
も
の
だ
、
と
。
そ
の
う
え
で
本
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偈
は
更
に
續
け
て
言
う
。「
箭
鋒
相
直
」
の
境
地
は
、
通
常
の
「
情
識
」
や
「
思

慮
」
を
以
て
し
て
は
、
そ
れ
を
理
解
し
得
な
い
し
、
そ
こ
に
到
達
し
得
な
い
、
と
。

　『
寶
鏡
三
昧
』
を
踏
ま
え
れ
ば
、
惠
洪
「
三
⺼
二
十
八
日
棗
柏
大
士
生
辰
…
…
」

の
「
如
射
…
…
箭
鋒
…
…
」
四
句
は
、
佛
法
を
め
ぐ
る
高
度
な
言
葉
の
應
酬
は

「
巧
」「
力
」
を
超
え
て
い
る
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
巧
力
觀
者
奮
」
と
あ
る

よ
う
に
、
人
々
は
そ
こ
に
備
わ
る
「
巧
」「
力
」
を
喝
采
す
る
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
見
方
は
淺
薄
で
あ
る
と
言
外
に
示
唆
し
て
い
よ
う
。
眞
に
高
い
境
地
に
達

し
た
禪
者
の
言
語
・
思
惟
は
、「
箭
鋒
相
直
」
の
よ
う
に
「
巧
」「
力
」
を
超
え
て

い
る
の
だ
。「
何
嘗
…
…
」
句
は
、
そ
の
よ
う
な
境
地
に
あ
っ
て
は
世
俗
の
思
念

の
罠
に
陷
る
こ
と
は
な
い
と
言
う
か
。「
思
忖
」
は
、『
寶
鏡
三
昧
』
に
言
う
「
情

識
」
や
「
思
慮
」
に
も
通
じ
て
い
よ
う
。

　
惠
洪
「
三
⺼
二
十
八
日
棗
柏
大
士
生
辰
…
…
」
の
「
箭
鋒
相
直
」
は
「
標
的
を

射
貫
く
箭
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
巧
」「
力
」
を
超
え
た
も
の
の
象
徵
と
し
て
用
い

る
點
に
お
い
て
、
姜
虁
「
送
朝
天
續
集
歸
誠
齋
…
…
」
詩
の
「
中
的
」
論
の
先
驅

を
な
す（

（3
（

。
同
時
に
、
こ
こ
に
は
惠
洪
な
ら
で
は
の
性
格
も
見
て
取
れ
る
。
一
言
で

言
え
ば
、
禪
問
答
を
背
景
と
し
て
培
わ
れ
た
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
と
し

て
の
性
格
で
あ
る
。「
中
的
」
論
の
禪
佛
敎
的
應
用
と
言
っ
て
も
い
い
。
惠
洪
は

他
に
も
「
箭
鋒
相
直
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
好
ん
で
詩
偈
に
用
い
る
が
、
い
ず
れ
も
禪

僧
同
士
の
問
答
の
場
に
卽
し
て
禪
的
言
語
も
し
く
は
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
禪
的
思

惟
の
あ
り
方
を
論
じ
る
な
か
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
李
彭
（
字
商
老
）
が
石
門
山
の
寶
峰
禪
院
に
歸
る
大
慧
宗
杲
を
見
送

る
の
に
次
韻
し
た
偈
頌
「
次
韻
李
商
老
送
杲
上
人
還
石
門
」（
卷
一
七
）
の
後
半
四

句
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
李
彭
は
江
西
詩
派
に
屬
す
る
文
人
。
李
彭
と
大
慧
宗

杲
は
寶
峰
禪
院
の
住
持
を
つ
と
め
た
湛
堂
文
準
に
參
じ
た
こ
と
が
あ
り
、
言
わ
ば

同
門
の
關
係
に
あ
る
。

須
知
泐
潭
禪
、
妙
出
言
詮
外
。
猛
焰
爐
中
墮
指
冰
、
箭
鋒
拄
處
君
休
昧

（
須
す
べ
か
ら

く
知
る
べ
し
　

泐
潭
の
禪
、
妙
は
言
詮
の
外
に
出
づ
る
を
。
猛
焰
の
爐
中
　
墮

指
の
冰
、
箭
鋒
の
拄さ
さ

う
る
處
　

君
　

昧
な
る
を
休や

め
よ
）。

「
泐
潭
」
は
「
寶
峰
」、
湛
堂
文
準
を
指
す
。「
妙
出
言
詮
外
」
と
は
、
文
準
の
佛

法
を
說
く
言
葉
が
高
次
の
段
階
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。「
言
詮
」
は

「
言
筌
」
と
同
義
。
言
語
と
そ
の
理
法
を
意
味
す
る
。
文
準
の
言
葉
が
、
世
俗
の

言
語
を
遙
か
高
く
超
え
出
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。「
猛
焰
…
…
」
一
句
が
呈

示
す
る
の
は
、
燃
え
さ
か
る
爐
の
な
か
の
觸
れ
れ
ば
指
も
壞
死
す
る
ほ
ど
に
冷
た

い
氷
の
イ
メ
ー
ジ
。
現
實
に
は
あ
り
得
ぬ
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
禪
の
澄
明
な
る
透

脫
の
境
地
を
あ
ら
わ
す
。
そ
れ
を
受
け
て
末
句
は
「
箭
鋒
相
拄
」
に
つ
い
て
述
べ

る
。
禪
問
答
に
お
け
る
硏
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
言
語
の
や
り
と
り
、
す
な
わ
ち
「
法

戰
」
を
、
空
中
で
ぶ
つ
か
り
合
う
二
本
の
箭
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
表
現
す
る
。

「
君
休
昧
」
は
、
か
か
る
言
語
の
戰
い
を
こ
そ
目
指
す
べ
き
だ
と
、
主
に
大
慧
宗

杲
に
向
け
て
說
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
文
準
の
居
た
石
門
山
の
寶
峰
禪
院
に
赴
く
か

ら
に
は
、
師
に
恥
じ
ぬ
戰
い
を
せ
よ
、
と
。

　
ま
た
、
江
西
詩
派
の
文
人
韓
駒
（
字
子
蒼
）
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
七
言
絕
句

「
與
韓
子
蒼
六
首
」
其
一
（
卷
一
五
）
の
前
二
句
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

雖
赴
來
機
少
異
之
、
箭
鋒
相
直
出
思
惟
（
來
機
に
赴
く
こ
と
少
し
く
之こ
れ

を
異こ
と

に

す
と
雖
も
、
箭
鋒
　

相
い
直
れ
ば
思
惟
を
出
づ
）。

冒
頭
の
「
赴
來
機
」
は
、
相
手
の
發
す
る
言
葉
を
㊜
確
に
受
け
と
め
、
そ
れ
に
對

し
て
㊜
確
な
應
答
を
す
る
こ
と
。「
機
」
は
「
機
鋒
」
す
な
わ
ち
機
知
に
富
ん
だ

銳
い
言
葉
。『
寶
鏡
三
昧
』
に
は
「
意
不
在
言
、
來
機
亦
赴
（
意
　

言
に
在
ら
ざ
る
も
、

來
機
　

亦
た
赴
く
）」
と
い
う
句
が
見
え
る
。「
機
鋒
」
と
し
て
發
せ
ら
れ
た
「
言
」

は
、
通
常
の
言
語
の
よ
う
に
「
意
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）」
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
し
な

い
。
し
か
し
、
禪
を
學
び
傳
え
る
者
は
、
そ
の
特
異
な
る
「
言
」
に
備
わ
る
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「
機
」
を
㊜
確
に
迎
え
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
說
い
た
句
で
あ
る
。「
箭
鋒
相
直
」

と
は
「
赴
來
機
」
の
最
も
理
想
的
な
あ
り
方
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
て
も
い
い
。

本
詩
は
『
寶
鏡
三
昧
』
を
踏
ま
え
て
、
韓
駒
の
自
己
に
對
す
る
應
答
の
言
葉
（
特

に
佛
法
を
論
ず
る
言
葉
）
に
接
し
た
際
の
印
象
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
當
初
、

自
己
の
「
言
」
と
そ
こ
に
祕
め
ら
れ
た
「
機
」
に
對
す
る
韓
駒
の
應
答
を
聞
い
た

際
に
は
「
少
異
之
」
―
や
や
ず
れ
て
い
る
、
確し
か

と
對
應
で
き
て
い
な
い
と
感
じ

た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
氣
づ
け
ば
韓
駒
の
言
葉
と
自
己
の
言
葉
と
が
二
本
の
箭
の

よ
う
に
眞
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
互
い
の

「
言
」
は
「
思
惟
」
の
囚
わ
れ
を
離
脫
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
。
本
詩
の
「
箭

鋒
相
直
」
も
ま
た
、
右
の
偈
と
同
じ
く
「
法
戰
」
の
高
く
硏
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
境
地

を
喩
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
士
大
夫
文
人
と
の
詩
の
や
り
と
り
の
な
か
で
發
せ
ら

れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、「
詩
戰
」
に
お
け
る
詩
的
言
語
の

あ
り
方
を
喩
え
た
も
の
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ

で
の
「
箭
鋒
相
直
」
は
文
學
論
と
し
て
の
性
格
を
㊒
し
て
い
よ
う
。

　
以
上
、
惠
洪
が
「
箭
鋒
相
直
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
言
語
・
思
惟
の
高
く
澄

明
な
る
境
地
を
表
現
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
き
た（

（3
（

。
こ
の
種
の
禪
佛
敎
に
根
ざ
し

た
「
衝
突
す
る
二
本
の
箭
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
惠
洪
以
前
の
文
人
に
も
用
い
ら
れ

た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
問
う
と
き
に
㊟
目
さ
れ
る
の
は
黃
庭
堅
で
あ
る（

（3
（

。
例

え
ば
、
黃
庭
堅
「
贈
秦
少
儀（

（3
（

」
は
秦
覿
（
字
少
儀
）
か
ら
詩
を
贈
ら
れ
た
の
に
答

え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

少
儀
袖
詩
來
、
剖
蚌
珠
的
皪
。
乃
能
持
一
鏃
、
與
我
箭
鋒
直
（
少
儀
　

詩
を
袖

に
し
て
來
り
、
蚌
を
剖
け
ば
珠
的
皪
た
り
。
乃
ち
能
く
一
鏃
を
持
し
て
、
我
と
箭
鋒

直あ
た

る
）。

「
珠
的
皪
」
は
秦
覿
の
詩
を
珠
玉
に
喩
え
て
稱
え
る
。
そ
れ
に
續
け
て
更
に
、
秦

覿
の
詩
を
「
鏃
」
＝
「
箭
」
に
喩
え
て
「
與
我
箭
鋒
直
」
と
言
う
。
秦
覿
の
詩
が
、

黃
庭
堅
に
匹
敵
す
る
水
準
に
達
し
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
任
淵
『
山
谷
詩
㊟
』
は
、
前
揭
の
紀
昌
・
飛
衞
の
故
事
（『
列
子
』
湯
問
）
と
と

も
に
『
寶
鏡
三
昧
』
の
「
羿
以
巧
力
、
射
中
百
步
。
箭
鋒
相
直
、
巧
力
何
預
」
を

引
く
。
黃
庭
堅
は
禪
に
深
く
傾
倒
し
て
お
り
、『
寶
鏡
三
昧
』
の
件
の
句
も
熟
知

し
て
い
た
で
あ
ろ
う（

（3
（

。
本
詩
の
「
與
我
箭
鋒
直
」
句
は
禪
林
に
て
言
い
交
わ
さ
れ

て
い
た
「
箭
鋒
相
直
」
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
惠
洪
の
そ
れ
と
相
通
ず
る
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
惠
洪
の
場
合
は
、
禪
問
答
に
基
づ
く
言
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
論
と
し
て
の
性
格
が
强
か
っ
た
。
黃
庭
堅
の
場
合
は
、
士
大
夫
文
人

同
士
の
詩
の
應
酬
の
な
か
で
發
せ
ら
れ
た
文
學
論
と
し
て
の
性
格
が
强
い
。
禪
の

言
語
論
が
文
學
論
へ
と
移
入
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
㊟
目
さ
れ
る（

（3
（

。

　
ま
た
、
黃
庭
堅
「
次
韻
楊
明
叔
四
首
、
再
次
韻（

（4
（

」
の
序
に
見
え
る
次
の
言
葉
に

お
い
て
も
「
衝
突
す
る
二
本
の
箭
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
文
學
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。庭

堅
老
懶
衰
惰
、
多
年
不
作
詩
、
已
忘
其
體
律
、
因
明
叔
㊒
意
于
斯
文
、
試

擧
一
綱
而
張
萬
目
。
蓋
以
俗
爲
雅
、
以
故
爲
新
、
百
戰
百
勝
、
如
孫
吳
之
兵
、

棘
端
可
以
破
鏃
、
如
甘
蠅
飛
衞
之
射
。
此
詩
人
之
奇
也
、
明
叔
當
自
得
之

（
庭
堅
　

老
懶
衰
惰
に
し
て
、
多
年
　

詩
を
作
ら
ず
、
已
に
其
の
體
律
を
忘
る
る
も
、
明

叔
　

斯
文
に
意
㊒
る
に
因
り
て
、
試
み
に
一
綱
を
擧
げ
て
萬
目
を
張
ら
ん
と
す
。
蓋
し

俗
を
以
て
雅
と
爲
し
、
故ふ
る

き
を
以
て
新
し
き
と
爲
せ
ば
、
百
戰
百
勝
な
る
こ
と
、
孫

吳
の
兵
の
如
く
、
棘
端
　

以
て
鏃
を
破
る
べ
き
こ
と
、
甘
蠅
・
飛
衞
の
射
の
如
し
。
此

れ
詩
人
の
奇
な
り
、
明
叔
　

當
に
自
ら
之
を
得
た
る
べ
し
）。

蜀
人
の
楊
明
叔
に
向
け
て
「
以
俗
爲
雅
、
以
故
爲
新
」
の
技
法
を
軍
隊
や
武
器
の

イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
論
ず
る
。「
棘
端
…
…
」
句
は
、『
列
子
』
湯
問
に
見
え
る
弓

の
名
人
同
士
の
戰
い
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。「
箭
鋒
相
直
」
と
い
う
語
こ
そ
用
い

ら
れ
て
い
な
い
が
、
高
次
の
詩
的
表
現
の
あ
り
方
を
述
べ
た
「
中
的
」
論
と
い
う
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點
で
は
「
贈
秦
少
儀
」
詩
と
も
通
底
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
序
は
右
に
續
け
て
「
公
眉
人
鄕
先
生
之
妙
語
、
震
耀
一
世
。
我

昔
從
公
得
之
爲
多
（
公
眉
人
鄕
先
生
〔
蘇
軾
。「
公
」「
眉
人
」「
鄕
先
生
」
の
三
者
は
同

格
の
關
係
に
あ
る
か
〕
の
妙
語
、
一
世
に
震
耀
す
。
我
昔
　

公
從よ

り
之こ
れ

を
得
る
こ
と
多
と
爲

す
）」
―
楊
氏
の
同
鄕
の
大
先
輩
で
あ
る
蘇
軾
か
ら
文
學
に
つ
い
て
多
く
を
學

ん
だ
と
述
べ
る
。
具
體
的
に
何
を
學
ん
だ
か
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
右
に
述
べ

た
文
學
論
に
類
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
蘇
軾
「
題
柳

子
厚
詩（

（4
（

」
に
は
「
用
事
當
以
故
爲
新
、
以
俗
爲
雅
（
用
事
は
當ま
さ

に
故
き
を
以
て
新
し

き
と
爲
し
、
俗
を
以
て
雅
と
爲
す
べ
し
）」
と
あ
っ
て
、
黃
庭
堅
の
說
く
「
以
俗
爲
雅
、

以
故
爲
新
」
は
蘇
軾
に
淵
源
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
だ
が
、
蘇
軾
の
右
の
題
跋

は
こ
れ
を
黃
庭
堅
の
よ
う
に
「
箭
鋒
」
に
結
び
つ
け
て
論
じ
て
は
い
な
い
。
蘇
軾

に
は
、
黃
庭
堅
の
說
く
「
中
的
」
＝
「
箭
鋒
相
直
」
論
に
つ
な
が
る
よ
う
な
文
學

論
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
問
う
と
き
㊟
目
さ
れ
る
の
は
、
前
揭
の
蘇
軾
「
以
玉
帶
施
元
長
老

…
…
」
詩
に
「
鈍
根
仍
落
箭
鋒
機
（
鈍
根
　

仍な

お
箭
鋒
の
機
に
落
つ
）」
と
あ
っ
て
、

禪
僧
と
の
や
り
と
り
の
な
か
で
「
箭
鋒
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
前
揭
「
次
韻
王
鞏
南
遷
初
歸
」
詩
に
も
「
歸
來
貌
如
故
、
妙
語
仍
破
鏑
。

那
能
廢
詩
酒
、
亦
未
妨
禪
寂
（
歸
り
來
れ
ば
貌
は
故も
と

の
如
く
、
妙
語
　

仍
お
鏑
を
破
る
。

那な
ん

ぞ
能
く
詩
酒
を
廢
せ
ん
や
、
亦
た
未
だ
禪
寂
を
妨
げ
ず
）」
と
あ
っ
て
、「
禪
寂
」
を

話
題
と
す
る
な
か
「
破
鏑
」
＝
「
中
的
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
鏑
」
は
相
手

か
ら
發
せ
ら
れ
た
箭
の
先
端
を
指
し
て
お
り
、
禪
林
文
化
を
背
景
と
す
る
「
衝
突

す
る
二
本
の
箭
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
影
を
見
て
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た

例
を
見
る
と
、
黃
庭
堅
の
「
箭
鋒
相
直
」
が
蘇
軾
の
そ
れ
を
繼
承
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
と
も
か
く
、
蘇
軾
が
「
箭
鋒
相
直
」
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
少
な

く
な
い
だ
ろ
う
。

　
宋
代
に
は
黃
庭
堅
も
し
く
は
蘇
軾
を
畫
期
と
し
て
、
も
と
は
禪
林
に
て
行
わ
れ

て
い
た
「
箭
鋒
相
直
」
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
文
學
論
に
應
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
惠
洪
の
「
箭
鋒
相
直
」
は
そ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
箭
鋒
相
直
」
が
『
寶
鏡
三
昧
』
に
「
巧
力
何

預
」
と
說
か
れ
る
よ
う
に
「
巧
」「
力
」
を
超
え
た
境
地
を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、

そ
の
動
き
は
宋
代
の
詩
學
に
浸
透
し
て
い
た
「
無
意
＝
自
然
」
の
詩
學
と
も
無
關

係
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
揭
の
姜
虁
「
送
朝
天
續
集
歸
誠
齋
…
…
」
詩
が

「
箭
在
的
中
非
爾
力
、
風
行
水
上
自
成
文
」
と
述
べ
る
よ
う
な
「
中
的
」
論
に
つ

な
が
る
要
素
も
含
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
左
記
の
點
を
附
け
加
え
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
惠
洪
「
示
禪
者
」
詩

（
卷
一
五
）
に
は
、「
箭
鋒
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
た
次
の
よ
う
な
「
中
的
」
論
が

見
え
る
。

能
囘
箭
鋒
射
自
己
、
方
肯
竿
頭
進
步
行
（
能
く
箭
鋒
を
囘め
ぐ

ら
し
て
自
己
を
射
れ

ば
、
方ま
さ

に
肯あ
え

て
竿
頭
に
步
を
進
め
て
行
か
ん
と
す
）。

前
句
が
述
べ
る
の
は
「
箭
鋒
」
に
よ
っ
て
「
自
己
」
を
射
貫
く
こ
と
、
言
う
な
れ

ば
「
囘
箭
射
己
」。
後
句
は
長
沙
景
岑
の
偈
「
百
尺
の
竿
頭
　

須
く
步
を
進
む
べ
し
、

十
方
世
界
　

是
れ
全
身
な
り
」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
一
〇
）
に
基
づ
く
。
禪
者
と
し

て
更
に
高
い
境
地
を
目
指
す
こ
と
を
言
う
。
そ
の
た
め
に
は
「
囘
箭
射
己
」
が
必

要
で
あ
る
と
說
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
「
中
的
」
論
に
お
い

て
「
箭
鋒
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
自
己
以
外
の
他
者
を
射
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
た
（
他
者
の
中
身
は
「
法
戰
」「
詩
戰
」
の
敵
手
や
、
詩
の
描
寫
對
象
た
る
外
部
世
界
等

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
）。
と
こ
ろ
が
本
詩
に
お
い
て
は
、
自
己
を
標
的
と
し
、
そ
れ
を

射
貫
く
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
箭
鋒
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

他
に
類
例
を
見
出
し
が
た
い
。
從
來
の
「
中
的
」
＝
「
箭
鋒
相
直
」
論
の
枠
組
み

を
超
え
出
る
要
素
を
含
ん
で
お
り
、
惠
洪
の
獨
自
性
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う（

（4
（

。



「
箭
鋒
」

八
五

お
わ
り
に
―
「
活
法
」「
明
珠
走
盤
」

　
江
西
詩
派
の
中
心
的
な
理イ
デ
オ
ロ
ー
グ

論
家
た
る
呂
本
中
の
「
外
弟
趙
才
仲
數
以
書
來
論
詩
、

因
作
此
答
之（

（4
（

」
詩
は
、
自
ら
が
理
想
と
す
る
詩
の
あ
り
方
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。胸

中
塵
埃
去
、
漸
喜
詩
語
活
。
孰
知
一
杯
水
、
已
見
千
里
豁
。
初
如
彈
丸
轉
、

忽
若
秋
兔
脫
。
旁
觀
不
知
妙
、
可
愛
不
可
奪
。
君
看
擲
白
盧
、
乃
是
中
箭
筈
。

不
聞
鐵
甲
利
、
反
畏
彊
弩
末
（
胸
中
　

塵
埃
去
り
、
漸
く
詩
語
の
活
な
る
を
喜
ぶ
。

孰
か
知
ら
ん
　

一
杯
の
水
、
已
に
千
里
の
豁ひ
ろ

き
を
見
る
を
。
初
め
は
彈
丸
の
轉
ず
る
が

如
く
、
忽
ち
秋
兔
の
脫
す
る
が
若
し
。
旁
觀
す
る
も
の
は
妙
な
る
を
知
ら
ず
、
愛
す

べ
き
も
奪
う
べ
か
ら
ず
〔
會
得
で
き
な
い
〕。
君
看
よ
　
白
盧
を
擲
つ
は
、
乃
ち
是
れ

箭
の
筈
に
中あ
た

る
な
り
。
聞
か
ず
や
　

鐵
甲
の
利す
る
ど

き
も
、
反か
え

っ
て
彊
弩
の
末
〔
目
標
に

到
達
し
た
と
き
の
箭
〕
を
畏
る
と
）。

呂
本
中
は
「
活
法
」
論
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。「
活
法
」
が
江
西
詩
派
を
代
表

す
る
文
學
論
で
あ
っ
た
こ
と
、
前
揭
の
曾
季
狸
『
艇
齋
詩
話
』
に
見
た
通
り
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
「
詩
語
活
」
と
あ
る
よ
う
に
「
活
法
」
を
達
成
し
た
詩
の
境
地
が
、

宏
大
な
る
水
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
比
喩
を
驅
使
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
な
か
で
「
彈
丸
轉
」
＝
盤
上
を
滑
ら
か
に
め
ぐ
る
珠
丸
の
イ
メ
ー
ジ
が
素
早
く

走
る
莵
の
そ
れ
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
が
、
ま
さ
し
く
こ
れ
は
「
活
法
」
を
象
徵

す
る
も
の
で
あ
る
。
呂
本
中
が
江
西
詩
派
の
文
人
夏
倪
の
た
め
に
書
い
た
「
夏
均

父
集
序（

（4
（

」
は
、
南
齊
・
謝
朓
の
「
好
詩
流
轉
圓
美
如
彈
丸
（
好
詩
は
流
轉
し
て
圓
美

な
る
こ
と
彈
丸
の
如
し
）」
な
る
言
葉
を
引
き
、
こ
れ
こ
そ
が
「
活
法
」
の
眞
髓
を

言
い
當
て
た
も
の
だ
と
す
る
。「
流
轉
」
す
る
「
彈
丸
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
明
珠

走
盤
」
が
、
文
學
作
品
の
「
活
」
な
る
姿
を
可
視
化
す
る
に
最
㊜
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
本
詩
に
お
い
て
㊟
目
さ
れ
る
の
は
、「
活
法
」
論
を
述
べ
る
な
か
「
明
珠
走
盤
」

と
並
ん
で
「
中
箭
筈
」、
す
な
わ
ち
目
標
を
射
當
て
た
第
一
の
箭
の
筈は

ず

に
、
續
け

て
射
た
第
二
の
箭
が
的
中
す
る
イ
メ
ー
ジ
（『
列
子
』
仲
尼
に
見
え
る
故
事
に
由
來
す

る
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
中
箭
筈
」
と
は
、
一
種
の
「
中
的
」

で
あ
り
、
二
本
の
箭
が
中あ

た

る
と
い
う
點
で
は
「
箭
鋒
相
直
」
に
類
す
る
イ
メ
ー
ジ

と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う（

（4
（

。
こ
こ
で
は
そ
れ
が
「
擲
白
盧
」、
す
な
わ
ち
博ば
く
ち打
に

お
い
て
滅
多
に
出
な
い
勝
利
の
目
を
出
す
骰
子
一
擲
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
る
（『
列
子
』
仲
尼
の
張
湛
㊟
を
踏
ま
え
る
か
）。
骰
子
の
目
の
出
方
は
力
や

技
を
超
え
た
偶
然
・
無
作
爲
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
誰
も
そ
の
結
果
を
左
右
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
箭や

筈は
ず

と
い
う
極

め
て
小
さ
な
標
的
を
射
當
て
る
弓
箭
の
超
絕
的
な
技
藝
が
「
巧
」「
力
」
と
い
っ

た
人
爲
的
な
る
も
の
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
生
起
す
る
、
言
わ
ば
「
無
意
＝
自
然
」

な
る
事
態
で
あ
る
こ
と
が
强
調
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
「
不

聞
…
…
」
二
句
は
、
か
か
る
高
次
の
境
地
に
達
し
た
箭
は
、
最
終
的
に
は
失
速
し

て
威
力
を
失
う
通
常
の
箭
と
は
異
な
っ
て
、
い
か
な
る
標
的
を
も
射
貫
く
「
力
を

超
え
た
力
」
＝
「
力
な
ら
ざ
る
力
」
を
備
え
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
本
稿
で
惠
洪
を
基
點
と
し
て
考
察
し
た
「
箭
鋒
相

直
」
論
は
、
江
西
詩
派
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
至
る
「
活
法
」
論
と

の
間
に
淺
か
ら
ぬ
關
連
を
㊒
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
本
稿
に
は
論
ず
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
惠
洪
は
「
活
法
」
や
そ
れ
を
象
徵
す
る
「
明
珠
走

盤
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
し
て
㊟
目
す
べ
き
多
く
の
言
葉
を
の
こ
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
も
、
蘇
軾
、
黃
庭
堅
、
そ
し
て
江
西
詩
派
の
詩
學
を
視
野
に
入
れ
る

か
た
ち
で
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

八
六

㊟（
1
）　
川
合
康
三
先
生
喜
壽
記
念
論
集
刊
行
會
編
『〈
中
國
の
詩
學
〉
を
超
え
て
』（
硏
文

出
版
、
二
〇
二
四
年
）
收
。

（
2
）　
以
下
、
惠
洪
の
詩
文
の
引
用
は
周
裕
鍇
校
㊟
『
石
門
文
字
禪
校
㊟
』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）
に
よ
り
、
題
下
に
そ
の
卷
數
を
附
す
。
な
お
、
本
書
は
惠

洪
の
詩
文
を
讀
解
す
る
う
え
で
重
要
な
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
周
氏
の

㊟
釋
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
て
い
る
。

（
3
）　
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
㊟
』
卷
三
（
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
4
）　「
以
詩
爲
戰
」
に
つ
い
て
は
、
周
裕
鍇
「
以
戰
喩
詩
：
略
論
宋
詩
中
的
〝
詩
戰
〟

之
喩
及
其
創
作
心
理
」（
同
氏
『
語
言
的
張
力
：
中
國
古
代
文
學
的
語
言
學
批
評
論

集
』
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
收
）
を
參
照
。
ま
た
、
惠
洪
の
詩
學
に

お
け
る
「
力
」
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
中
國
詩
學
に
お
け
る
『
力
』
の
諸
相
」（『
中

國
―
社
會
と
文
化
』
第
三
九
號
、
二
〇
二
四
年
）
を
參
照
。

（
5
）　
張
志
烈
・
馬
德
富
・
周
裕
鍇
主
編
『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
詩
集
・
卷
二
四
（
河
北
人

民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
6
）　『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
詩
集
・
卷
二
四
。

（
7
）　『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
詩
集
・
卷
二
六
。

（
8
）　
曾
棗
莊
・
金
成
禮
箋
㊟
『
嘉
祐
集
箋
㊟
』
卷
一
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

三
年
）。

（
9
）　『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
文
集
・
卷
一
〇
。

（
10
）　『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
文
集
・
卷
六
八
。

（
11
）　『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
文
集
・
卷
四
九
。

（
12
）　『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
文
集
・
卷
六
六
。

（
13
）　『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
卷
一
七
（『
四
部
叢
刊
』
本
）。

（
14
）　
惠
洪
の
「
風
行
水
上
」
に
つ
い
て
は
、
陳
自
力
『
釋
惠
洪
硏
究
』
下
編
第
三
節

「〝
渙
然
成
文
風
行
水
〟
說
」（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
を
參
照
。

（
15
）　
惠
洪
は
他
に
「
跋
達
衟
所
蓄
伶
子
于
文
」（
卷
二
七
）
に
「
風
行
水
上
渙
然
成
文

者
、
非
㊒
意
於
爲
文
也
」、「
跋
東
坡
仇
池
錄
」（
卷
二
七
）
に
「
以
其
理
通
故
其
文

渙
然
如
水
之
質
、
漫
衍
浩
蕩
、
則
其
波
亦
自
然
而
成
文
」
と
述
べ
、「
風
行
水
上
」

の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
「
無
意
＝
自
然
」
な
る
文
章
を
論
ず
る
。

（
16
）　
惠
洪
に
お
け
る
「
風
行
水
上
」
は
、
陳
自
力
㊟
14
所
揭
書
も
指
摘
す
る
よ
う
に
禪

佛
敎
と
無
關
係
で
は
な
か
っ
た
。
前
揭
の
「
寄
巽
中
」
詩
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い

よ
う
。
他
に
惠
洪
が
佛
敎
的
な
理
念
を
述
べ
る
な
か
「
風
行
水
上
」
に
も
通
ず
る

「
風
行
空
中
」
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
繰
り
﨤
し
用
い
て
い
る
こ
と
を
擧
げ
て
も
い
い
。

例
え
ば
「
空
生
眞
贊
」（
卷
一
八
）
に
「
如
風
行
空
、
無
所
妨
礙
」、「
南
安
巖
主
定

光
古
佛
木
刻
像
贊
」（
卷
一
八
）
に
「
如
⺼
入
水
、
如
風
行
空
、
無
所
妨
礙
」、「
圓

同
庵
銘
」（
卷
二
〇
）
に
「
各
各
無
礙
、
如
空
行
風
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
『
大
智

度
論
』
卷
五
三
（『
大
正
新
修
大
藏
經
』
第
二
五
卷
）
に
「
須
菩
提
隨
所
問
皆
能
答
、

如
風
行
空
中
、
無
所
罣
礙
」
等
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
お
り
、
佛
敎
的
な
色
彩
を
帶

び
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
17
）　「
中
的
」
論
に
つ
い
て
は
黃
景
進
「
換
骨
、
中
的
、
活
法
、
飽
參
―
江
西
詩
派

理
論
硏
究
」（『
宋
代
文
學
硏
究
叢
刊
』
第
三
期
、
一
九
九
七
年
）、
李
剛
「
宋
代
詩

學
話
語
〝
中
的
〟
與
〝
走
盤
〟
義
理
發
覆
」（『
古
代
文
學
理
論
硏
究
』
第
五
五
輯
、

二
〇
二
二
年
）
等
を
參
照
。

（
18
）　
范
文
瀾
㊟
『
文
心
雕
龍
㊟
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）。

（
19
）　『
杜
甫
全
集
校
㊟
』
卷
二
。

（
20
）　
王
錫
九
校
㊟
『
李
頎
詩
歌
校
㊟
』
卷
二
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
八
年
）。

（
21
）　
周
相
錄
校
㊟
『
元
稹
集
校
㊟
』
卷
一
〇
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。

（
22
）　『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
詩
集
・
卷
二
二
。

（
23
）　
史
容
㊟
・
黃
寶
華
點
校
『
山
谷
詩
㊟
』
外
集
・
卷
一
七
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

〇
〇
三
年
）。

（
24
）　
祝
尙
書
箋
㊟
『
呂
本
中
詩
集
箋
㊟
』
卷
一
二
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
一



「
箭
鋒
」

八
七

年
）。
韓
酉
山
校
㊟
『
呂
本
中
詩
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
を
倂
せ
て

參
照
（
以
下
同
じ
）。

（
25
）　『
呂
本
中
詩
集
箋
㊟
』
卷
二
二
。

（
26
）　
丁
福
保
輯
『
歷
代
詩
話
續
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
收
。

（
27
）　
廖
德
明
校
點
『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
28
）　『
歷
代
詩
話
續
編
』
收
。

（
29
）　「
中
的
」
論
に
お
け
る
禪
の
影
响
に
つ
い
て
は
、
周
裕
鍇
『
法
眼
與
詩
心
―
宋

代
佛
禪
語
境
下
的
詩
學
話
語
建
構
』
第
四
編
第
三
章
「
宋
詩
話
中
佛
禪
話
頭
及
其
喩

意
」（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
を
參
照
。

（
30
）　
孫
玄
常
箋
㊟
『
姜
白
石
詩
集
箋
㊟
』
卷
下
（
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）。

七
言
律
詩
の
前
六
句
。

（
31
）　
呂
本
中
「
送
元
上
人
歸
禾
山
」（『
呂
本
中
詩
集
箋
㊟
』
卷
一
三
）
に
は
「
如
射
破

的
、
初
不
以
力
」
と
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
文
學
論
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
が
「
破

的
」
に
「
力
」
を
超
え
た
要
素
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　『
寶
鏡
三
昧
』
を
傳
え
る
最
も
早
い
文
獻
資
料
は
、
他
な
ら
ぬ
惠
洪
が
編
ん
だ

『
禪
林
僧
寳
傳
』
卷
一
「
撫
州
曹
山
本
寂
禪
師
」
の
條
で
あ
る
。
引
用
は
同
書
五
山

版
（
柳
田
聖
山
・
椎
名
宏
雄
共
編
『
禪
學
典
籍
叢
刊
』
第
五
卷
〔
臨
川
書
店
、
二
〇

〇
〇
年
〕）
に
よ
る
。
な
お
、
本
偈
に
つ
い
て
は
柳
田
聖
山
『
禪
の
文
化
・
資
料
篇
』

（
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
一
九
八
八
年
）、
椎
名
宏
雄
『
や
さ
し
く
讀
む
參
同

契
・
寶
鏡
三
昧
』（
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
八
年
）
等
を
參
照
。

（
33
）　
こ
こ
で
の
「
羿
」
は
弓
の
名
手
の
代
表
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
よ
う
。
羿
の
他
に

も
弓
の
名
手
は
多
い
。「
百
步
」
の
語
に
着
目
す
れ
ば
、『
史
記
』
周
本
紀
等
に
は
養

由
基
が
百
步
の
距
離
か
ら
標
的
を
射
貫
い
た
話
が
見
え
る
。

（
34
）　『
寶
鏡
三
昧
』
や
そ
れ
に
基
づ
く
惠
洪
の
議
論
に
お
い
て
「
力
」
と
「
巧
」
は
同

類
の
も
の
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
振
り
﨤
っ
て
見
る
と
、

姜
虁
の
「
中
的
」
論
に
お
い
て
は
「
力
」
と
倂
せ
て
「
巧
」
も
ま
た
否
定
的
に
捉
え

ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

（
35
）　
禪
林
に
お
い
て
『
寶
鏡
三
昧
』
と
並
ぶ
偈
頌
に
、
中
唐
の
石
頭
希
遷
の
作
と
さ
れ

る
『
參
同
契
』（『
祖
堂
集
』
卷
四
、『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
三
〇
等
）
が
あ
り
、「
箭
鋒

相
直
」
に
類
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
た
「
事
存
函
蓋
合
、
理
應
箭
鋒
拄
」
な
る
句
が

見
え
る
。
惠
洪
は
「
記
西
湖
夜
語
」（
卷
二
四
）
に
「
如
宗
門
所
論
、
以
明
暗
相
對

如
步
之
前
後
、
以
理
事
如
函
蓋
箭
鋒
之
相
應
、
則
非
無
功
至
玄
之
旨
」
と
述
べ
る
よ

う
に
、
こ
れ
に
も
深
い
關
心
を
示
し
て
い
た
。

（
36
）　
黃
庭
堅
の
詩
學
に
お
け
る
「
箭
鋒
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
陳
志
平
「〝
箭

鋒
〟
之
喩
與
黃
庭
堅
的
詩
學
」（『
廣
東
社
會
科
學
』
二
〇
〇
六
年
第
二
期
）
等
を
參

照
。

（
37
）　
任
淵
㊟
・
黃
寶
華
點
校
『
山
谷
詩
㊟
』
內
集
・
卷
一
一
。

（
38
）　
黃
庭
堅
「
福
昌
信
禪
師
塔
銘
」（『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
卷
二
四
）
に
は
、
高
僧
の

禪
問
答
に
つ
い
て
「
如
石
投
水
、
如
箭
鋒
相
直
、
如
印
印
泥
」
と
あ
り
、
絕
妙
な
る

言
葉
の
應
酬
が
、
異
な
る
も
の
が
齟
齬
・
軋
轢
な
く
圓
滑
に
接
觸
・
融
合
す
る
こ
と

を
喩
え
る
「
如
石
投
水
」「
如
印
印
泥
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
竝
ん
で
「
箭
鋒
相
直
」
に

擬
え
ら
れ
て
い
る
。

（
39
）　
黃
庭
堅
「
莊
子
內
篇
論
」（『
豫
章
黃
先
生
文
集
』
卷
二
〇
）
に
は
「
㊒
德
者
之
驗
、

如
印
印
泥
、
射
至
百
步
力
也
、
射
中
百
步
巧
也
、
箭
鋒
相
直
、
豈
巧
力
之
謂
哉
」
と

あ
り
、「
箭
鋒
相
直
」
が
「
巧
力
」
を
超
え
た
境
地
を
あ
ら
わ
す
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
。

（
40
）　『
山
谷
詩
㊟
』
內
集
・
卷
一
二
。

（
41
）　『
蘇
軾
全
集
校
㊟
』
文
集
・
卷
六
七
。

（
42
）　『
孟
子
』
公
孫
丑
上
は
「
反
求
諸
己
」
―
標
的
を
射
貫
く
に
は
射
手
が
己お
の
れ

を
正

す
必
要
が
あ
る
と
說
く
。
惠
洪
の
「
囘
箭
射
己
」
は
そ
れ
に
獨
自
の
禪
的
改
變
を
加

え
た
も
の
と
も
見
な
せ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
オ
イ
ゲ
ン
・
ヘ
リ
ゲ
ル
述
・
柴
田
治
三

郞
譯
『
日
本
の
弓
術
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
二
年
、
原
著
は
一
九
三
六
年
）
に
よ



日
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六
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八
八

れ
ば
、
禪
と
結
び
つ
い
た
日
本
の
弓
術
に
お
い
て
は
、
力
や
技
に
賴
ら
ず
無
心
の
狀

態
で
自
己
を
標
的
と
し
て
射
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
種
の
思

想
の
淵
源
を
惠
洪
に
求
め
ら
れ
る
の
か
、
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

（
43
）　『
呂
本
中
詩
集
箋
㊟
』
卷
三
。

（
44
）　
劉
克
莊
「
江
西
詩
派
小
序
・
呂
紫
微
」（
辛
更
儒
校
㊟
『
劉
克
莊
集
箋
校
』
卷
九

五
〔
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
〕）
引
。

（
45
）　
呂
本
中
「
永
州
西
亭
」（『
呂
本
中
詩
集
箋
㊟
』
卷
一
三
）
に
も
「
快
若
箭
破
的
、

圓
於
珠
在
盤
」
と
あ
っ
て
「
明
珠
走
盤
」
と
「
箭
鋒
相
直
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
倂
用
す

る
。
惠
洪
の
場
合
も
、
前
揭
の
「
與
韓
子
蒼
六
首
」
其
一
に
「
雖
赴
來
機
少
異
之
、

箭
鋒
相
直
出
思
惟
」
と
あ
っ
て
「
箭
鋒
相
直
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
る
の
と
倂
せ
て
、

同
詩
の
其
三
に
は
「
盤
珠
走
處
無
留
影
、
百
計
推
尋
摸
意
根
」
と
あ
っ
て
「
明
珠
走

盤
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
〇
一
・
〇
二
年
度
日
本
學
術
振
興
會
外
國
人
特
別
硏
究
員
奬
勵

費
に
よ
る
周
裕
鍇
四
川
大
學
敎
授
と
の
共
同
硏
究
「
中
國
宋
代
に
お
け
る
禪
宗
佛
敎

と
詩
歌
に
關
す
る
硏
究
」
の
硏
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


